
グローバル・サマリー

20
24

リスク・イン・
フォーカス

続きを読む

調査結果



< 2 of 16<

「リスク・イン・フォーカス」について

本レポートは、各地域の現在のリスクと新たなリスクを
識別するための世界的な調査に基づいており、内部監査
人の先進的な実務を発見するための討論会やインタビュ
ーによる内容も含まれている。 

内部監査人協会（IIA）の地域それぞれに以下の２つの報
告書が発行される。

	J 	内部監査人の注目のトピックス – 国際調査、討論
会、インタビューに基づく詳細なレポート。

	J 	取締役会ブリーフィング – 内部監査人がステーク
ホルダーと共有するための要約レポート。 

グローバルな「リスク・イン・フォーカス」は、IIA 地
域代表機関、IIA国別代表機関、及び企業スポンサーから

の多大な支援を受けながら、内部監査財団が推進する連
携活動である。2024年は、このプロジェクトが全世界で
初めて実施された年になる。 

「リスク・イン・フォーカス」の手法は、もともと欧州
地域代表機関調査グループ（EIRG）が2016年に作成し
たもので、IIA欧州地域連合（ECIIA）を通じて欧州で公
表を続けてきた。  

本レポートは、IIAの「リスク・イン・フォーカス」リ
ソースページや、ACIIA （アジア太平洋）、AFIIA （ア
フリカ）、ARABCIIA （中東）、ECIIA（欧州）、FLAI 
（中南米）の地域グループのウェブサイトで公開されて
いる。

「リスク・イン・フォーカス」は、内部監査人とそのステークホルダーが今日のリスク環境を理解し、次年度の監査
計画を策定するのに役立つ、データに基づいた実用的な国際調査である。

グローバル版レポート作成スポンサー

（内部監査人協会アフリカ地域連合） （内部監査人協会アラブ地域連合） （内部監査人協会アジア地域連合）

（内部監査人協会欧州地域連合） （内部監査人協会中南米地域連合） （内部監査人協会）

https://www.theiia.org/en/internal-audit-foundation/
https://www.theiia.org/en/internal-audit-foundation/latest-research-and-products/risk-in-focus/
https://www.aciia.asia/
https://africaiia.org/
https://arbiia.org/en/
https://www.eciia.eu/
https://laflai.org/


国際調査 –  
地域別回答数

アフリカ
アジア太平洋 
中南米   
(及びカリブ海) 
欧州 
北米
中東 
合計  

808
1,035  

956 

799 
442
167

4,207 

序

多くの領域におけるリスク及び監査に費やす労力に関す
る強いコンセンサスは、内部監査専門職が共有する基準
の強みの証しである。 一方、地域間の差異は、内部監
査のリーダーがそれぞれの組織体に特有のリスクを認識
し、対応していることを示している。 

本グローバル・サマリー・レポートは、「リスク・イ
ン・フォーカス2024」のために実施された調査の世界中
の結果を示しており、ハイレベルなベンチマーキングを
行うための貴重なツールである。

各地域で最も高いリスクに関連する先進的な実務につい
ては、リソースページ「リスク・イン・フォーカス」か
ら地域別レポートをダウンロードすること。 

グローバル調査結果
「リスク・イン・フォーカス」調査の国際展開は、異なる地域間
のリスク及び監査計画を比較するうえで貴重な機会となる。 

目次
リスクの観点 
監査に費やす労力の観点 
調査手法 
謝辞 
スポンサー
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リスクの観点 

世界中で、内部監査部門長が従事する組織体にとって最
もリスクの高い領域は、以下の３項目であるという広い
意見があった。

	 1.	� サイバーセキュリティ

	 2.	 人的資産

	 3.	 事業継続

「規制等の変更」もほとんどの地域で上位５つに挙げら
れているが、アフリカと中東は例外で、「財務流動性」
の方が懸念材料となっている。 現在及び将来への懸念が
反映され、中南米と欧州では「地政学的不確実性」が上
位を占めた。「市場の変化」は、アジア太平洋と北米で
は最重要リスクと位置付けられたが、その他の地域では
その限りではなかった。 

最後に、アフリカでは唯一、「不正」が上位５つの懸念
事項となっており、中東では「ガバナンス／企業報告」
が上位５つに入っているのが特徴的であった （図１参
照）。

世界的には、次の３年間でリスクレベルが上がり、「デ
ジタル化による破壊的変化」や「気候変動」が起こると
の見方で一致している。 両分野ともに、現在と将来のリ
スクレベルの間で約20%の増加が見られた。さらに注目
すべきは、「気候変動」の順位が14位から5位に急上昇
したことである（図２参照）。

現在のリスク 将来のリスク
世界で最も高いリスクは、「サイバーセキュリティ」、
「人的資産」、及び「事業継続」である。

「デジタル化による破壊的変化」と「気候変動」の
リスクが増大すると予想されている。

< 4 of 16<



リスクの観点 

データのもう１つの見方として、各監査分野におい
て、どの地域が最もリスクが高かったかを検討でき
る。 例えば、欧州では、他の地域と比べて、「気候
変動」リスクが最も高いと評価された。 監査分野ご
との最高評価について特筆すべき点は以下のとおりで
あった。

	J 	 �北米の回答者は、「サイバーセキュリティ」
（85%）と「人的資本」（65%）について、
他の地域と比較して最も高いリスクと位置付け
た。

	J 欧州では、「サイバーセキュリティ」が北米
（84%）とほぼ同程度であったのに対し、そ
の他の「地政学的不確実性」（43%）と「気
候変動」（31%）が高い関心事となっている。
「気候変動」が30%を上回ったのは欧州のみ
であった。

	J 中南米は、欧州の「地政学的不確実性」（42%） 
と同様の評価であったが、「規制等の変更」
（48%）と「デジタル化による破壊的変化」
（38%）に対しても高リスクと評価した。

	J アジア太平洋は、他の地域と比較して、「事業
継続」（61%）と「市場の変化」（47%）に
特に関心が高かった。

	J 	中東は、「ガバナンス／企業報告」（45%）
のリスクレベルが他地域よりはるかに高く、 
「コミュニケーション・風評」（28%）の 
リスクレベルも若干高かった。

	J 	最後に、アフリカでは、「財務流動性」
（47%）、「不正」（46%）「組織文化」
（34%）など、他の地域よりも高いリスクが
独特に混在していた（図１参照）。 

地域間のリスクの差異  
それぞれの地域には、個別の懸念事項がある。 
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注： 「リスク・イン・フォーカス」グローバル調査、回答数4,207件 。パーセンテージは、リスクレベル上位５つの分野を示しており、紺色の部分は、その地域で最もリス
クが高い5つの分野を示している。

What are the top 5 risks your 
organization will face 3 years from now?

監査分野	 全地域平均 欧州中東北米アフリカ中南米アジア太平洋

73% 84%70%58%75%66%

32% 26%38%28%47%33%21%

26% 20%30%21%34%26%23%

51% 50%47%39%44%59%

32% 30%26%41%21%26%47%

24% 13%26%9%46%30%22%

47% 35%53%36%52%47%61%

30% 43%16%28%25%42%28%

21% 12%28%21%27%22%18%

39% 43%33%43%32%48%35%

27% 22%45%16%36%18%24%

19% 31%10%12%19%22%22%

34% 33%32%36%33%38%30%

26% 30%28%36%19%16%27%

11%

6%

13%9%17%10%8%12%

8%10%8%3%3%4%

サイバーセキュリティ

人的資本	 		

地政学的不確実性		

事業継続

ガバナンス／企業報告	

規制等の変更	 	

サプライチェーン及びアウトソーシング

デジタル化による破壊的変化		

組織文化

財務流動性	 		

不正

気候変動

市場の変化

コミュニケーション／評判	

健康及び安全

合併及び買収

85%

65%

CAEが所属する組織体にとって最もリスクの高い3つの分野である、「サイバーセキュリティ」、「人的資本」、「事業継続」について
は、世界的に広く合意が得られている。

あなたの所属する組織体が現在直面しておられる上位５つのリスクに順位を付けてください。

地域別リスク上位５つ 
図１：
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あなたの所属する組織体が現在直面し
ておられる上位５つのリスクに順位を
付けてください。

あなたの所属する組織体が今後３年間で直
面すると思われる上位５つのリスクに順位
を付けてください。

1.	 サイバーセキュリティ

2.	 人的資本

8.	 地政学的不確実性

3.	 事業継続

9.	 ガバナンス／企業報告

4.	 規制等の変更

10.	 サプライチェーン及びアウトソーシング

5.	 デジタル化による破壊的変化

11.	 組織文化

6.	 財務流動性

12.	 不正

14.	 気候変動

16.	 合併及び買収

7.	 市場の変化

13.	 コミュニケーション／評判

15.	 健康／安全

1.	 サイバーセキュリティ

2.	 デジタル化による破壊的変化

8.	 市場の変化

3.	 人的資本

9.	 サプライチェーン及びアウトソーシング

4.	 事業継続

10.	 財務流動性

5.	 気候変動

11.	 組織文化

6.	 規制等の変更

12.	 ガバナンス／企業報告

14.	 コミュニケーション／評判

16.	 合併及び買収

7.	 地政学的不確実性

13.	 不正

15.	 健康／安全

67%

55%

33%

46%

25%

41%

23%

39%

21%

39%

20%

15%

11%

34%

20%

11%

73%

51%

30%

47%

27%

39%

26%

34%

26%

32%

19%

6%

24%

32%

21%

11%

注： IIAの「リスク・イン・フォーカス」グローバル調査、回答数4,207件 。パーセンテージは、所属組織体における最も高いリスク、上位５つの分野を示している。

図２：
今後３年間で予想されるリスクの変化 

「気候変動」リスクは14位から５位へと飛躍的に上昇した。
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監査に費やす労力の観点

世界中でが最も労力を費やしている分野の上位は、概し
て以下の順であった。

	 1.	� サイバーセキュリティ

	 2.	 ガバナンス／企業報告

	 3.	 事業継続

	 4.	 規制等の変更

	 5.	 財務流動性

	 6.	 不正

とはいえ、地域間のリスク環境の違いは、いくつかの分
野での監査に費やす労力において顕著な差異をもたらし
た。 	

	J 	 �「規制等の変更」を監査に費やす労力の上位５つ
に位置づけた割合は、他の地域が50％以上であっ
たのに対し、アフリカ（35％）と中東（35％）で
は著しく低かった。

	J アジア太平洋の「財務流動性」の監査に費やす
労力の割合は世界平均（45%）よりも低かった
（35%）。

	J 中南米は「ガバナンス／企業報告」の監査に費や
す労力が他の地域より低かった（中南米は46%に
対し、世界平均55%）。

	J 北米の「不正」の監査に費やす労力は世界平均
を大きく下回った（北米26%に対し、世界平均
42%）（図３参照）。

現在の監査に費やす労力 
リスクレベルは地域によって異なるかもしれないが、内部監査が最も労力を費やして
いる分野は、著しく類似している。
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監査に費やす労力の観点 

将来の監査に費やす労力   
「デジタル化による破壊的変化」や「気候変動」の 
監査に費やす労力の増加が予想される。 

リスクレベルが高まると予想される「デジタル化によ
る破壊的変化」や「気候変動」の影響で、これらの分
野の内部監査に費やす時間と労力が予想される。 「
デジタル化による破壊的変化」の監査に費やす労力が
上位５つになると予想する割合は、22%から52%へ
と倍増した。同様に驚くべきことに、「気候変動」の
割合は11%から34%へと3倍以上に増加した（図４
参照）。

地域間の差異   
地域ごとのリスクの差異は、監査に費やす労力に影響
を及ぼす。 

データの別の見方は、各監査分野において、どの地域
が最も多くの労力を費やしているかを検討することで
ある。 多くの監査分野では、地域間の差異は小さい。
しかし、差異が顕著であった監査分野もあった。  

	J 	欧州（79％）を除き、北米（84％）は他の地
域よりも「サイバーセキュリティ」に広く関与
している（54%～66%）。

	J 	アフリカは、他の地域よりも「不正」（57%）と
「財務流動性」（53%）の監査に費やす労力を上
位５つに位置付けている。

	J 欧州は、「気候変動」の監査に費やす労力が上
位５つ（19%）に入ると回答した割合が、世
界平均（11%）の約２倍となっている（図３
参照）。
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各地域で最も多くの労力を費やしている分野は、「サイバーセキュリティ」、「ガバナンス／企業報告」、及び「事業継続」と、著しく類似している。

地域別監査に費やす労力上位５つ
図３：

内部監査部門が最も時間と労力を費やしている上位5つのリスクに順位を付けてください。

What are the top 5 risks your 
organization will face 3 years from now?

監査分野	 全地域平均 欧州中東北米アフリカ中南米アジア太平洋

68% 79%61%54%66%66%

42% 36%43%26%57%47%42%

20% 11%23%20%23%21%

55% 61%64%52%46%54%

34% 36%39%38%32%28%33%

17% 19%16%21%13%12%18%

54% 50%53%53%56%53%59%

30% 26%35%26%33%28%33%

16% 10%14%17%23%

46% 50%35%53%35%50%56%

24% 21%27%17%27%29%23%

11% 7%9%11%8%10%

45% 45%44%46%53%50%35%

22% 21%20%24%24%19%

9%

6%

8%4%12%13%6%

9%

25%

16%15%

19%

25%

8%

8%10%2%5%3%

サイバーセキュリティ		

ガバナンス／起業報告

人的資本

事業継続

組織文化		

規制等の変更		

デジタル化による破壊的変化

財務流動性

コミュニケーション／評判	 	

不正

健康／安全

気候変動

サプライチェーン及びアウトソーシング

市場の変化

地政学的不確実性

合併及び買収

84%

55%

注： 「リスク・イン・フォーカス」グローバル調査、回答数4,207件 。パーセンテージは、内部監査が最も多くの時間と労力を費やしている上位５つの分野を示しており、
濃いグリーンの網掛けは、その地域で最もリスクが高い5つの分野を示している。
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今後３年間で予想される監査に費やす労力の変化 
図４：

内部監査部門が最も時間と労力を費や
している上位5つのリスクに順位を付
けてください。

内部監査が今後３年間で最も多くの時間や労
力を費やすと思われる上位５つのリスクに順
位を付けてください。

1.	 サイバーセキュリティ

2.	 ガバナンス／企業報告

8.	 人的資本

3.	 事業継続

9.	 組織文化

4.	 規制等の変更

10.	 デジタル化による破壊的変化

5.	 財務流動性

11.	 コミュニケーション／評判

6.	 不正

12.	 健康／安全

14.	 気候変動

16.	 合併及び買収

7.	 サプライチェーン及びアウトソーシング

13.	 市場の変化

15.	 地政学的不確実性

68%

55%

30%

54%

24%

46%

22%

45%

20%

42%

17%

11%

6%

34%

16%

9%

注： IIAの「リスク・イン・フォーカス」グローバル調査、回答数4,207件 。パーセンテージは、所属組織体における最も高いリスク、上位５つの分野を示している。

1.	 サイバーセキュリティ

2.	 デジタル化による破壊的変化

8.	 不正

3.	 事業継続

9.	 財務流動性

4.	 規制等の変更

10.	 サプライチェーン及びアウトソーシング

5.	 ガバナンス／企業報告

11.	 組織文化

6.	 人的資本

12.	 市場の変化

14.	 地政学的不確実性

16.	 合併及び買収

7.	 気候変動

13.	 コミュニケーション／評判

15.	 健康／安全

73%

52%

29%

49%

28%

37%

28%

36%

24%

35%

22%

16%

8%

34%

16%

15%

「デジタル化による破壊的変化」と「気候変動」に関連する内部監査に費やす労力については、急激な増加が予想される。
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「リスク・イン・フォーカス」の手法は、まずCAEと内部監査責任者を対象とした調査に始まり、 
各地域の現状と新たなリスクを識別するものである。 調査で識別された上位のリスク項目は、CAE、
研究者、及び他業界の専門家とのフォローアップ討論会やインタビューで活用された。 

調査手法

「リスク・イン・フォーカス2024」リスク・カテゴリー
リスク・トピック				    調査で使用されるリスクの内容

事業継続					     事業継続、業務のレジリエンス（回復力）、危機管理、及び災害対応

気候変動					     気候変動、生物学的多様性、及び環境の持続可能性

地政学的不確実性				    マクロ経済及び地政学的不確実性

コミュニケーション／評判			   コミュニケーション、評判、及びステークホルダーとの関係

ガバナンス／企業報告			   組織ガバナンス及び企業報告

サイバーセキュリティ			   サイバーセキュリティ及びデータセキュリティ

健康及び安全				    健康、安全及びセキュリティ	

デジタル化による破壊的変化			   デジタル化による破壊的変化、新たなテクノロジー、及びAI

人的資本					     人的資本、多様性、及び人材の管理と維持

財務流動性				    財務、流動性、及び債務超過リスク

市場の変化				    市場の変化／競争、顧客行動

組織文化					     組織文化

サプライチェーン及びアウトソーシング		  サプライチェーン、アウトソーシング、及び第三者リスク

不正					     不正、贈収賄及び混乱目的の犯罪

合併及び買収				    合併及び買収

規制等の変更				    法令及び規制等の変更

それらは以下に示す16のリスクに分類される。 
回答者には、現在と３年後の両方について、リ
スクレベルの上位５つと内部監査の時間と労力
の上位５つを選択していただいた。 レポートで
は、カテゴリーは略語で示されている。 

 

国際プロジェクト「リスク・イン・フォーカス
2024」では、2023年2月15日から7月12日まで
の期間、111の国と地域から4,207名のCAE及び
役員からアンケートの回答が得られた。152名
の参加者を対象に18回の討論会を開催し、続い
て40回の詳細なインタビューを行った。

40
回の詳細な

インタビュー

111
の国と地域

4,207
名のCAE
からの

調査回答

152
18

回の討論会 

名の参加者
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「リスク・イン・フォーカス」パートナー
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